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A comparison of picture books based on the Japanese myth
























































因幡の白うさぎ 伊達 恵美子 著 2012年 文芸社






























































































たい じ い ず も くに かみ し そん はなし
やまたのおろちを退治した出雲の国の神，スサノオの子孫にあたる，オオクニヌシのお話です。
文芸社
うみ お き しま しろ
むかし むかし 海にうかぶ 淤岐の島に いっぴきの 白うさぎが いました。
佼成出版社
い な ば くに とっとりけん たけばやし
むかし，むかし，因幡の国（鳥取県）の うみの ちかくに ある 竹林に，たくさんの ウサギが，すんでいました。
永岡書店
かみ
ずっと，ずっと むかし。オオクニヌシという 神さまが，いなばのくにを たび していました。
あかね書房
き す さ の お みこと し そん き だ かみ
あらくれもので聞こえた須佐之男の命の子孫にもこよなく気立てのよい神がいた。







































































































































































































































































原典の物語構成 小学館 いずみ書房 文芸社 金の星社 校成出版社 永岡書店 あかね書房
①オオナムチ（オオクニヌシ）・八十神の登場 ① ① △⑦ ×① ×① ① ①
②旅の目的（ヤガミヒメとの結婚）の提示 ② ② ④ ×② ×② ② ②
③八十神による従者のようなオオナムチ（オオクニヌシ）の扱い ③ ③ ⑤ ×③ ×③ ③ ③
④八十神と兎の出会い ④ ④ ⑥ △⑦ △⑦ ④ ④
⑤八十神による兎への助言（虚偽） ⑤ ⑤ ⑧ ④ ④ ⑤ ⑤
⑥オオナムチ（オオクニヌシ）と兎の出会い ⑥ ⑥ ⑨ ⑤ ⑤ ⑥ ⑥
⑦兎による経緯の説明 ⑦ ⑦ ① ⑥ ⑥ ⑦ ⑦
⑧オオナムチ（オオクニヌシ）による兎への助言 ⑧ ⑧ ② ⑧ ⑧ ⑧ ⑧
⑨兎の回復 ⑨ ⑨ ③ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨
⑩兎による予言 ⑩ ⑩ △⑩ ×⑩ ×⑩ ⑩ ⑩
⑪ヤガミヒメによるオオナムチ（オオクニヌシ）との婚姻宣言 ⑪ △⑪ △⑪ ×⑪ ×⑪ ×⑪ ⑪
⑫八十神によるオオナムチ（オオクニヌシ）への迫害 ⑫ ×⑫ ×⑫ ×⑫ ×⑫ ×⑫ ⑫











































































ました。そして ウサギが しぬと，ウサギが すんで
















































































































































①だれよりも ちえがあり，そのうえ，こころの やさしい ひとでした。（地の文）
②おおくにぬしのみことも にいさんの かみさまたちも，＜ぜひ，やかみひめを じぶんの およめさ
んに したいものだ。＞と かんがえていました。（地の文）
③「それは かわいそうに……わるい いたずらを されたものだ。」（兎への発言）
④「なるほど，それでは おまえが わるいな。これから にどと わるさを しない，というのなら，




①にいさんたちは，しゃくに さわって なりません。それで，みことを いじめてばかり いました。
（地の文）
②おおくにぬしのみことも にいさんの かみさまたちも，＜ぜひ，やかみひめを じぶんの およめさ
んに したいものだ。＞と かんがえていました。（地の文）
③それから おおくにぬしのみことに，「おまえは いちばん とししたなのだから，これを かついで
いけ！」と いいつけました。（地の文）
④にいさんたちは これを みると，おもしろそうに わらいながら たずねました。（地の文）
⑤「それは かわいそうに。」（兎への発言）
⑥にいさんたちの なかで，いちばん いたずらずきな かみさまが いいました。（地の文）





③わたしは，こころの なかで，てを たたいて よろこびました。（兎の回想場面での地の文）
④『ワニさんたち，うまく だまされたね！きみたちの かずなんか，どうでも よかったのさ。わたし
は，いなばの くにへ かえりたかっただけなのさ！』（兎の回想場面でのワニへの発言）
⑤「はい，これからは けっして，わるいことは しません。」（オオナムチ｟オオクニヌシ｠への発言）
⑥うさぎは よろこんで，なんども おれいを いいました。（地の文）
ワニ
①『なんだと？わしらの なかまよりも おおい だと！』ワニは，おこって いいました。（兎の回想
場面での兎への発言・地の文）




①やかみひめ という うつくしい おひめさまが すんでいました。（地の文）
②いろの しろい，うつくしい おひめさまです。（地の文）
③やかみひめは，にっこり わらって たちあがり，おおくにぬしのみことの まえに くると，しずか












⑤いずれ 国をお造りになる 大国主命の まだ 若くて やせっぽち だったころの お話です。（地
の文）
八十神
①そう 言うと 神さまたちは いじわるそうに 笑って，いってしまいました。そして しばらく す
ると，白うさぎの ことなど すっかり わすれて しまいました。（地の文）
②弟のオオクニヌシのことは，にもつもちとして つれてきたのでした。（地の文）












①この かみさまは，こころの やさしい かみさまでした。（地の文）
②「かわいそうに。」（兎への発言）
③おおくにぬしのみことは，やさしく うさぎに いいました。（地の文）




②「おい，うさぎ，かわを はがされ，いたかろう。うみの しおみず からだを あらい，かぜに ふ
かれていると なおるぞ！」と，うそを おしえました。（兎への発言・地の文）
兎
①もうひといきで，むこの しまに つくというとき，うさぎは おおわらいしながら いいました。（地
の文）













②オオクニヌシノミコトは，にいさんたちの にもつを ぜんぶ もたされているので，おくれて ある
いていたのです。（地の文）
③いたくて ないている ウサギの はなしを きくと，オオクニヌシノミコトは，やさしく いいまし
た。（地の文）
④「サメたちを だましたのだから，おまえも わるい。でも，もう じゅうぶん くるしんだのだから，
ゆるされても いいだろう」（兎への発言）




①そこへ，たびを している わかい かみさまたちが，とおりかかりました。（地の文）
②わかい かみさまたちは，ウサギを からかって，うそを いったのです。（地の文）
兎
①そして ぴょーんと たかく とびあがると，わらいながら，「サメどんたち，うみの 上を わたし
てくれて ありがとうよ。だれが かずくらべなんか，するものか」と いいすてて，みさきの いわ
へ とびうつろうと しました。（ワニへの発言・地の文）
ワニ
①「それは，おもしろい。わしらの なかまは，よべば いくらでも くるぞ。わしらの ほうが，おお
いさ。―――で，どうやって，くらべるんだい？」（兎への発言）
②「よし。やろう，やろう」にっこり わらって，なかまたちを よびに いきました。（兎への発言・
地の文）
③おこったのは，サメたちです。「おれたちを だましたのか！？」（地の文・兎への発言）
















①でも やさしい オオクニヌシは，もんく ひとつ いいません。（地の文）
②「おお…！かわいそうに。」オオクニヌシは かけよって，うさぎを だきおこしました。（兎への発言・
地の文）
③うさぎの ことばに，オオクニヌシは やさしく ほほえみました。（地の文）
④オオクニヌシは にっこりしました。（地の文）
⑤オオクニヌシも にっこりしました。（地の文）
⑥「よしよし。もう みんなを だましたりしては いけないよ。」（兎への発言）
⑦そして 地上の さまざまな くにを すべて おさめる，りっぱな 神さまに なりました。（地の
文）
八十神
①おかあさんの ちがう おにいさんたちが，じぶんたちの にもつを ぜんぶ オオクニヌシに もた
せたのでした。（地の文）
②いじわるな おにいさんたちは，わらいながら いいました。「やあ，赤はだかの うさぎだぞ！」「な
んて みっともない すがただ！」（地の文。兎への発言）
③それを きいた おにいさんたちは，ますます わらいころげました。「おい，からかってやろうぜ。」
「そりゃあ いい。ちょうど たいくつ していたところだ。」（地の文・八十神同士の会話）
兎
①ピョン ピョン，はねるのが じまんの うさぎは，まい日 しまじゅうを とびはねて いました。
（地の文）
②「そこで サメを だますことに したのです。」（オオナムチ｟オオクニヌシ｠への発言）
③うさぎは サメに むかって，とくいそうに いいました。（地の文）
④うさぎは とくいで なりません。（地の文）
⑤あと一ぴきで かいがんに つくという とき，サメにむかって，大わらいしながら どなりました。
「やーい！おまえたちは だまされたんだよ！ほんとうは けたのみさきに わたりたかっただけなの
さ！」（地の文・ワニへの発言）
⑥「サメを だますなんて いけないことでした。しょうじきに たのめば うみを わたらせてくれた
かも しれない…。」（オオナムチ｟オオクニヌシ｠への発言）
ワニ
①「なあに，サメの かずの ほうが おおいに きまっているさ。」（兎への発言）
②「よくも だましたな！」「つかまえてしまえ！」サメたちは かんかん。（兎への発言・地の文）
ヤガミヒメ

























































































































































































ばな しょうねん かみがた たす
は『ひさご花』という少年の髪型です。それが，うさぎを助
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